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	１．研究背景・目的

	２．2020年における福島県のエネルギー状況

	　本研究で用いる水素製造システムは,再生可能エネルギー由来の電力を電解槽に供給し,電気分解を用いて水素製造を行う.不安定な電源を用いた際に,電解槽を効率的に稼動させるため,バッテリーを併設し,電解槽容量削減及び年間利用率向上を目指したシステムを活用する.ここでloss1及びloss2[円/N

	m3]はバッテリーに貯蔵できない電力損失及びバッテリー充放電時の損失である.電力供給源として,現在日本国内において導入が多数行われている風力発電及び太陽光発電を用いる.風力発電出力は福島県阿武隈地域を対象とし,平均風速8.0[m/s]として出力モデルを作成した.また太陽光発電出力は福島県相馬市における年間日射量を参考に出力波形を作成した.検討の結果,適切な風力・太陽光による電源比率は風力発電由来の電力が全体の5[%]であった.電解槽の容量単価及び年間運転費,バッテリー年間運用費を計算し,水素製造単価についてバッテリー容量単価をパラメータとしてシミュレーションを行った.図2にシミュレーション結果を示す.バッテリー容量単価の増加により水素製造コストは単調に増加する.
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	図2　水素製造単価におけるバッテリー単価


